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特定健診・高齢者医療健診は受診されましたか？ 

これからの時期は風邪やインフルエンザ予防接種で診察が大変混みあうことが多くなります。 

健診を希望されている方はお早めに受診されることをお勧めします。 

※予約制ではありませんので、食事を抜いてお越しください。（採血まで１０時間以上あける） 

※保険証・受診券・受診票を持ってお越しください。（お茶・お水は飲んでもかまいません） 

 

新型ノロウイルス ２０１５～２０１６ 大流行？！ 

 

これまで流行の主流を占めてきたノロウイルス「ＧⅡ４」型が、ヒトが免疫を持たない新たなノロウイルス

「ＧⅡ１７」型となって今年初めから国内で感染を広げていたことが、川崎市健康安全研究所と国立感染症

研究所の調査でわかりました。  

今までの ノロウイルス と 新型ノロウイルス の違いは？ 

ヒトは何度もウイルスに感染していると、そのウイルスに対し免疫をつくります。 

今までのノロウイルスだと、免疫力の強い大人であれば感染しても症状がでない場合もありましたが、変異した 

新型ノロウイルス は、今までに出来た抗体が役に立たたず、感染すると発症しやすいウイルスとなりました。 

もともと感染力の強いノロウイルスが、より発症しやすくなったのが 新型ノロウイルス なのです。 

どんな症状がでるの？ 

激しい嘔吐と下痢、腹痛・発熱が数日間続きます。 

特別な治療薬はありません。 

一般的には３～４日で自然治癒するといわれていますが、高齢者や子どもは重症化することがあります。 

下痢や嘔吐で水分補給ができない場合は点滴による水分補給が有効となりますので、診察におこし下さい。 

どうやって感染するの？ 

・嘔吐や便などのウイルス汚染された物に触った手などを介しての感染 

・ウイルス汚染された手で作られた料理を食べての感染 

・ウイルスが蓄積された、加熱不十分な二枚貝（牡蠣など）を食べての感染      

（９０度以上で１分以上すれば問題ありません） 

 

非常に感染力が強く、アルコール消毒も効果がありません。 

もし家族が感染してしまったら・・・ 

     家族全員に感染する可能性があります！ 



感染を防ぐためには？ 

患者の嘔吐や便が感染源となるので、正しい方法で処理をする事が重要です。 

・汚染物には直接触らないで、使い捨ての手袋（なければビニール袋など）・マスクを着用し、新聞紙やキッチ

ンペーパーなどでふき取った後、次亜塩素酸ナトリウム（家庭用塩素系漂白剤）で消毒します。 

※アルコールでの消毒は効果がありません。 

消毒液の作り方→５００ｍｌのペットボトルに水を入れ、キャップ２杯の塩素系漂白剤ハイターを入れて 

         よく混ぜ合わせる。（作り置きは不可） 

・嘔吐は二重にした袋で密封して捨て、トイレで処理する場合は便器・ドアノブなど可能性がある場所は消毒し

ておきましょう。 

・ウイルスが浮遊している可能性があります。しっかり換気しましょう。 

・嘔吐や便が衣類に付着した時は、８５度以上で熱湯消毒するか、消毒液で消毒が必要です。 

日頃から手洗い・うがいをまめにしましょう。 

食事前、トイレを利用した後、調理の前など、指の間や手首まで、石鹸で手洗いを念入りにしましょう。 

正しい感染対策を行うことで、感染の拡大を予防しましょう！ 

感染した時の食事や水分補給は？ 

嘔吐・下痢がひどい時は何もたべないほうがよいのですが、脱水予防のために水分補給は必ず必要です。 

嘔吐や下痢はナトリウムやカリウムなどの電解質が失われてしまうため、経口補水液（ＯＳ－１など）が最適で

す。ティースプーンから少しずつ頻会に飲む事が脱水予防に有効です。 

 水分補水液の作り方→ 水１リットルに 砂糖大さじ４杯と２/５・塩小さじ１/２杯 

※ウーロン茶・緑茶・炭酸飲料・コーヒー、刺激の強い飲み物やアルコールは控えましょう。 

食事ができるようになったら・・ 

胃や腸に負担をかけないように、すりおろしたリンゴ、おもゆ、煮込みうどん、耳なしのトースト、野菜スープ

など消化の良いものを一回あたりの量を抑えて、１日複数回に分けて食べてください。 

急にいつもの食事にしてしまうと再発するかもしれません。 

徐々に食べる量を増やして、少しずついつも通りの食事に戻していきましょう。 

※脂肪の多い食べ物・お菓子・乳製品・繊維の多い野菜・きのこ・こんにゃく・海藻・冷たい食べ物なども控え

ましょう。 

秋から冬は夏の疲れで抵抗力が弱くなります。規則正しい生活をして体調をくずさないようにしましょう 

 

国民健康保険をお持ちの方へ 

現在お持ちの国民健康保険証は 平成２７年１０月３１日までになっております。 

９月末から１０月初めにかけて新しい保険証が堺市から郵送されます。 

赤紫色から水色に変わります。 

※新しい保険証が届きましたら、受付に提示をお願いします。 

有効期限の過ぎた保険証では、保険診療が受けれませんので注意して下さい。 

不在などで受け取れなかった方は、お住まいの区役所年金課へ相談して下さい。 次号は１０月２０日頃予定 


